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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・12/20(火)実地指導がある。早急にカルテチェックを行うこと。

　提出カルテ：秋山和子様、川口尚良様、船場幸子様、稲垣ふき様、下妻康貴様、村上元道様

・見学予定：12/16（金）10：00～川村サチコ様　対応：上野

12/19（月）10：30～赤石陽介様　対応：木村

・12/15(木)までに1月分のプログラム入力とテキストを提出。

・今月中、抜き打ちで避難訓練を実施していく。

・庶務より、日用品の届けは12/29（木）までとのこと。確実に物品を確保したいのであれば、今週中に発注すること。

・12/16（金）食事サービス委員会　参加：佐々木

＜デイケア事例検討＞

藤村　翔様（28）男性　統合失調症　デイケア利用：1年11ヶ月

検討内容：治療計画の評価・見直し、青山荘退所に向けた今後の関わりについて

長期目標　青山荘を退所し、自宅で生活出来るようになる。

中期目標　青山荘退所後の生活について、プログラムを通して必要なことを習得する。

幻聴があった場合の対処法を身に付ける。

短期目標　分からないことはそのままにせず、きちんとその場で確認する。

病状の変化に気付き、幻聴があった際はスタッフへ伝えることが出来るようにする。

治療計画　①プログラムの取り組み状況の観察。

②プログラムを通して経験出来る場をつくり、経験の部分を増やすようにする。

③精神症状として幻聴がある為、幻聴に左右された行動、プログラムへの支障、他者とのトラブルはないか観察する。

④幻聴について自ら話してくることがない為、普段のブツブツとした独語と違う場合　や表情の硬さ、眼光の鋭さが見られた際は、声を掛け幻聴の有無の確認や状態変化の観察をする。

本人の様子
○青山荘退所等、今後の見通しについて

· 10/1で青山荘入所2年目になるが、来年3/31まで入所期間を延長している。

4月からの青山荘体系移行後も利用できるのであれば、来年9/30（実質3年）まで利用したいと本人・家族の希望がある。

· 青山荘退所後は、自宅に戻ると本人話している。父親様が厳格な人物で、関係性が良くない。

· 青山荘としては、退所後はグループホームやアパート単身生活を勧めたい。

· 将来の希望はあるかと確認すると、「○○をやっていた」と過去の事実のみを話し、全く同じ環境に戻るというイメージを持っている。

· 「デイケアを辞めたい。疲れた」と話すことがあるが、辞めて今後どうしていくのか確認するも、明確な希望や返答は聞かれない。自分の思いを言葉で表現するのが困難な様子。

· 退所に向けた目標（家事や身の回りのこと）については、「出来ている」と話す。実際は特に出来ているわけでもなく、本人の認識に歪みがあり、家族との関係性を含め、物事を現実的に捉えることが出来ていない。

· 経験が少ない為、本人の行動の領域や考え方の幅が狭い様子が窺える。行動や考え方を広げていけるように、経験を増やしていけるよう青山荘では関わっている。

○病状について

· 病状が不安定になると、イライラした様子での独語が聞かれている。床を蹴ったり、ドタドタと歩き回ることもあり、周囲に威圧的な印象を与えている。

· 幻聴に左右され、スタッフ対して「悪口を言っていた」等、事実には無い事で不満を話すことがある。話を傾聴し、事実と擦り合わせることで納得している。

検討結果
· 幻聴があった際の対処法について、本人と話し合い、身に付けていく必要がある。

· 自己評価が不適切である為、視野を広げ、現実的に物事を捉えられるように体験を増やし関わっていく必要がある。

· デイケアを退所したいと話す場合、スタッフ側からデイケアの必要性について明確に提示する。その上で、本人はどのような思いを抱いているのか、今後どうしていきたいのか言葉で表現出来るように関わっていく。

＜青山荘入所者情報＞

· 青木　紀子様～モヤモヤ、イライラ感を訴えデイケア欠席している。以前は顔面神経麻痺の

内服の副作用ではないかとのことだったが、病状の変化も考慮し、様子観察していく。

· 山田　吉夫様～「何もやる気がしない」と話し、デイケア欠席している。金銭を全部遣って

しまい、不安感があるとのこと。デイケア欠席が続いている為、明日、担当スタッフが青山荘にて本人と面談を行う予定。

＜利用者情報＞

· 浅坂　政美様～昨日、抗酒剤・昼食前薬を自宅に忘れており、帰宅した際に服用するように

スタッフが自己判断で指示している。14：40担当医に報告し、抗酒剤と昼食前薬の処方あり、15：40本人服用。事故に至った原因について、スタッフが自己判断で内服の指示を出したこと、根底にスタッフが重大な事として物事を捉えていなかったことが挙げられる。一歩間違えれば重篤な事故に繋がる事例である為、曖昧な情報で判断はせず、利用者像の把握や情報共有（報告・連絡・相談）を確実に行っていく必要がある。

· 種本　サハ様～本日、本人から連絡がなくデイナイトケアへの来所がない。グループホーム

や関係機関に連絡をして確認をしたところ、タクシー利用予定表にて八戸赤十字病院受診予定であることを確認。本人、遅れて来所しており、「連絡するのを忘れてました」と話されている。連絡や発言内容が確実ではない利用者の為、スタッフ側で本人の予定を確認し、周知する体制を作っていく。

＜業務改善＞

○プログラム検討

· 12/15までに1月分のテキスト作成、予定表の入力を行うこと。

· 新プログラム起案については、NPOの食事サービス導入を検討中の為、決定次第進めていく。

○ケアマニュアル・書式検討

· 入所時、退所時のケアマニュアルと書式については、12/23までに作成し提出予定。

○治療環境整備

· 年末大掃除の予定について検討中。

· ラジカセ稟議書決済おりている為、購入手続きを行っていく。

＜外来情報＞

· 新堂　寿子様～冬はデイケアには通わず、春になったら利用するとのこと。

· 鈴木恵美子様～右手の震えを訴えている。字や丸を書いて頂いているが、特に目立って震え

はない為、経過観察としている。1/5採血予定。

· 山田　吉夫様～眠りすぎていると本人より訴えあり、眠剤（ドラール）が止めとなっている。

· 船場　幸子様～脳波検査異常なし。

· 奥山以依子様～脳波検査異常なし。青風荘スタッフより両手白癬が改善しないと情報あり、

ケルガークリーム処方している。

· 鈴木　和則様～風邪は良くなってきたとのこと。風邪薬5日分処方している。

· 古舘　ヨリ様～便秘気味とのことで、シンラック液のみ処方を受けている。

· 柳町　信之様～子供の声での幻聴は続いているが、生活に支障はないと話す。

· 中居美津子様～「自分の後ろをついてきているような感じがする」と話すことあるが、スト

ーカーという発言は出てきていない。

· 鹿原　博夫様～白血球11,500と高値だが、不調訴えはない為経過観察としている。

